
(財)財務会計基準機構会員

各　　位

１.特別損失の計上

(単位:百万円)

２.繰延税金資産の取崩し

通期 (平成21年４月１日～平成22年３月31日) (単位:百万円、%)
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３.連結業績予想数値の修正

　当社は、「繰延税金資産の回収可能性の判断に関する監査上の取扱い」(監査委員会報告第66号)
に基づき、当期業績見通しを勘案のうえ回収可能性を慎重に検討した結果、平成22年3月期第3四
半期決算において繰延税金資産を取崩しました。これにより第３四半期会計期間において連結では
366百万円、個別では703百万円を法人税等調整額として計上いたします。

当期純利益

17,100 370

計 498

90

△ 1,400

－

平成22年3月期第３四半期決算において、下記の通り特別損失の計上及び繰延税金資産の取崩しを行い
ますのでその概要をお知らせすると共に、平成21年11月10日の中間決算発表時に公表いたしました平成22
年3月期（平成21年4月1日～平成22年3月31日）の通期（連結及び個別）の業績予想を修正いたしましたの
で、お知らせいたします。

(ＴＥＬ　０６－６６２４－８１００)
取締役管理本部長　川角　茂樹
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平成22年3月期第3四半期　特別損失の計上および繰延税金資産の取崩し

賃貸借契約解約損
（原状回復費用等）

平成22年 2月10日

問合せ先

売上高

会 社 名
代表者名
(コード番号　　7524　　東証・大証第一部)

第３四半期会計期間において、不採算店舗の退店に伴う原状回復費用などの損失159百万円と減
損損失329百万円を特別損失として計上いたしました。

並びに業績予想の修正に関するお知らせ

代表取締役社長　谷垣　雅之
マルシェ　株式会社

前回発表予想(A)
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営業利益 経常利益

今回発表予想(B)

増減額(B-A)
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1株当たり
当期純利益

17円86銭

△166円67銭

－

－

10円80銭



通期 (平成21年４月１日～平成22年３月31日) (単位:百万円、%)

５．修正理由

（１） 連結業績予想

（２） 個別業績予想

以　上

さらに上記1、2に記載の通り、不採算店舗の退店に伴う原状回復費用などの損失と減損損失を計
上したことや、繰延税金資産を取崩し法人税等調整額を計上することにより、当期純利益が前回発
表予想を大幅に下回る見込であります。

(単位:百万円、%)

△ 1,700
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経常利益 当期純利益

380
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37016,400

売上高 営業利益

４．個別業績予想数値の修正

17,054 277

△ 6.7 △ 62.2

△ 240

15,300 140

△ 230△ 1,100

＜業績予想に関する注意事項＞
当資料に記載されている業績見通しに関する記述は，当社グループにおいて現時点で入手可能な情報に基づい
て判断したものであり，実際の業績については様々な要素により，これら業績予想と異なる結果となる可能性があり
ます。

雇用環境および所得環境は依然として厳しく、経済のデフレ局面が外食業界にも波及する中で低
価格競争が激化し客単価の減少も顕著になるなどの影響により、売上高は計画に対し未達となりまし
た。

個別業績予想におきましても同様の理由により、売上高、営業利益、経常利益のいずれも前回発
表予想を下回る見込であります。

さらに上記1、2に記載の通り、不採算店舗の退店に伴う原状回復費用などの損失と減損損失を計
上したことや、繰延税金資産を取崩し法人税等調整額を計上することにより、当期純利益が前回発
表予想を大幅に下回る見込であります。

前回発表予想(A)

今回発表予想(B)
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